
1メーターユニットの取り外し

裏側左右に接続されているコネクタを
それぞれ外します。
マイナスドライバー等を用いて爪を押し
込んで外します。爪の位置と形状は次の
写真をご参考下さい。

※矢印部分を押して爪を解除します。

1 - 5

上側は完全に外れますが、下側はケーブル
が繋がっているためぶら下げた状態に
なります。
無理な力を加えて断線してしまわないよう
にご注意下さい。

コラムカバーを上下に分割して外します。
チルト機構を積極的に利用すると、簡単
に分割できます。

ステアリングコラム底部にある3ケの
ビスを外します。

1 - 1 : コラムカバーの取り外し メーターユニットは上部中央のヒンジに
固定されています。下から手前方向に持
ち上げることでこのヒンジから取り外せま
す。
※この後、裏側のコネクタ類を外す際に、
メーター前面のパネルを下側に倒すこと
になるため、傷がつかないようにコラム
上にタオルを敷いておくことをお奨め
します。

※下部の2本は、黒いラバー製カバーの
裏側にあり、上方に向かってそれぞれ締め
られています。

2メーターユニットの分解と
パネルのセッティング

メーターユニット裏側の4ケ所のビスを
外し、爪を解除しながらユニットを分割
します。写真のように「背面パネル」・
「メーター本体」・「クラスター」の3パーツ
に分割します。
ステンレスクラスターベゼルの単体交換
の場合、ここで交換します。

2 - 1 : メーターユニットの分割

ステンレスクラスター DIYキットもしくは
ステンレスクラスターベゼルを同時装着
される場合、ウインカー及び警告灯類の
輝度を上げるために、写真の3箇所の点
線部分を切り取って下さい。

2 - 4 : ウインカー部分他の加工

純正の表示盤を外します。
各指針部周囲の爪に掛かっている状態
ですので「剥がす」要領で外します。

2 - 3 : 純正パネルの取り外し

全ての指針を取外します。工具は使用せず、以下にご案内する通り「針を回転させる」こ
とにより簡単に取外すことができます。
●水温計以外の指針：反時計回り（　　）に20～30周ほど回転させます。
●水温計の指針：時計回り（　　）に20～30周ほど回転させます。

回転させていくうちに、徐々に指針が浮いてくることが確認でき、ある程度のところまで
浮いた時点で指で簡単に外すことができます。この際、指針が刺さっている回転軸ごと
引き抜いてしまわないようにご注意下さい（20～30の回転で足りない場合はさらに10
～20周ほど回転させて下さい）。
回転軸を誤って引き抜いてしまうと指針が正しく挙動しなくなり、メーターAssyごと交
換しなければならなくなる可能性がありますので、くれぐれもご注意下さい。この場合
RSプロダクツでは一切の責任を負いかねますのでご注意下さい。

この工程に関し、弊社では専用のサポートダイヤルにて作業のアドバイスをさせて頂い
ております。不安な方や作業に自信のない方は作業前にサポートダイヤルまでお電話下
さい。その際には予めお手元にメーターユニットをご準備下さい。

2 - 2 : 指針の取り外し

この度は弊社製品をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。
当製品のクオリティを最大限活かすためにも、是非このマニュアルをご熟読の上で
作業下さいますよう宜しくお願い致します。

はじめに

●取付に際しまして、工具等をご使用の際には怪我などに十分ご注意下さい。
●当製品には鋭利な箇所が部分的にございます。取扱いには十分ご注意下さい。
●交換作業は全て自己責任にてお願い致します。
●作業中・作業後、また製品使用中に生じる事故・損害において、弊社では一切の
　責任を負いかねます。

安全上のご注意

NC2/NC3用ゲージパネル
●ゲージパネル本体
●メタルクラスターユニット（別売）

NC用クラシックニードルキャップ
●キャップ本体（大２ヶ、小３ヶ）
●固定用ゲルシール
●レッド指針化フィルム（別売）

製品内容

●プラスドライバー
●保護用布（タオル等）

取付に必要な工具類

NC2/NC3用ゲージパネル(+MCU)
NC用ステンレスクラスターベゼル
NC用クラシックニードルキャップ
共通セッティングマニュアル
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2つのコネクタはしっかりと
固定されているため、 外すのに

やや力が要ります。しかし無理な力を
加えると断線する恐れがあるので、
写真を参考にコネクタの爪位置を
よく把握した上で慎重に作業して下
さい。

指針を外す前に…
車体から外し、無通信状態のメーター指針の位置を確認しておいて下さい。速度計
および回転計はゼロを指しています（ゼロよりマイナス方向には動かないように
なっています）。
それ以外の指針小（3ケ）はともにゼロよりマイナス方向に振れており、その指針の先
がデフォルトマークを指していることをご確認下さい。デフォルトマークよりマイナ
ス方向には動かないようになっています（後に指針を再装着する際に、ここがポ
イントになってきます）。

ここまででメーターユニットが外れ
ました。
ここから先は室内での卓上作業を
お奨めします。

上部中央に1ケ所、下部両端に2ケ所
それぞれビスがあるので外します。

1 - 4 : メーターユニットの取り外し

両コネクタからの配線を束ねている黒い
樹脂部品をメーターユニットから外します。
クリップ式ですので引き抜けば外れます。
断線にはくれぐれもご注意下さい。

1 - 6
アンダーカバーを手前に引いて外します。
ビス固定ではなくクリップ式ですので
引き抜くだけで外れます。

1 - 2 : アンダーカバーの取り外し

メーターフード前側両端を持ち、やや斜め
上方向手前に引き抜きます。
ここもビス固定ではなくクリップ式です
ので簡単に外れます。

1 - 3 : メーターフードの取り外し

この工程は動画でもご紹介しております。

www.rs-products.info/movie/

イルミネーション拡散シートをセットしま
す。

2 - 5 : 拡散シートの装着

（受付時間 9:00-18:00）



ゲージパネルをセットします。
2 - 6 : ゲージパネルの装着

メタルクラスターユニット（以下MCU）を
同時装着の際はこの工程でセットします。
MCUは金属製ですが厚みが薄くとても曲
がりやすいため作業中のお取扱いには十
分にご注意下さい。

2 - 7 : MCUの装着

2-2の工程で全ての指針が外れたら、それぞれに
キャップを取付けます。

指針大（2ヶ）：指針後端部分をニッパーで切除し
ます。

①

（受付時間 9:00-18:00）

速度計と回転計に指針を再装着します。ゼ
ロ位置に指針の先を合わせて差し込みます。仮
差し状態でゼロよりマイナス方向に動
かないか確認します。もし動く場合2-2の
作業と同様、反時計回りに回転させてゼ
ロ位置で止まるよう調整します。位置が決
まれば奥まで差し込みますが、パネルに
触れるまで差し込まないで数ミリのク
リアランス（隙間）をキープして下さい。

2 - 8 : 指針の再装着①

同様に小メーター3箇所についても再装
着します。この3つはゼロ位置よりマイ
ナス方向にあるデフォルト位置（純正表
示盤同様にデザインパネルにもデフォ
ルトマークを付けています）を指すよう
に仮差しし、デフォルト位置よりもマイ
ナス方向に動かないことを確認して奥
まで差し込みます（調整時、水温計のみ
時計回り）。

2 - 9 : 指針の再装着②

2-1の逆手順でユニットを組み立てます。
※別売りオプション「ステンレスクラス
ターベゼル」を同時装着の場合、ここで
純正クラスターと交換します。

2 - 10 : ユニットの再組み立て

以上でメーターの加工は終了です。
ここから先は車内に戻ります。

1-6から逆手順でメーターユニットを固定
します。　

2 - 11 : メーターユニットの固定

以上で完成です。
お疲れさまでした。

フィルムを貼り付ける前に指針をしっか
りと脱脂して下さい。

①

写真のようにフィルムの端を指針の端の
ラインに沿って貼り付けます。次の工程で
剥がれてしまわないようにしっかりと圧着
して下さい。

②

指針を裏返し、反対側のラインに沿って
カッターの刃を当ててカットします。

③

先端を切り落として完成です。
④

指針小（3ヶ）も同様に施工して下さい。
⑤

クラシックニードルキャップの取付けレッド指針化フィルムの施工

剥離フィルム越しにゲルシールを天面部分に擦り
付ける要領で圧着します。

付属のゲルシールを指針の天面に貼り付けます
（透明の剥離フィルムはまだ剥がしません）。

②

剥離フィルムをゆっくりと剥がし、キャップを被せ
て固定します。指針小（3ヶ）も大指針と同じ要領
でゲルシールを使用してキャップを被せて固定し
ます。この後、2-8の工程に戻って下さい。

③

上記の一連の工程は動画でもご紹介しております。

www.rs-products.info/movie/


